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聾

自

珍

に

お

け

る

詩

の

原

理

竹

村

則

行

襲
自

珍

二

七
九
二
-

一
八
四
一
)
の
声
名

は
、

す

で
に
彼

の
在
世

中

か
ら
知

人

の
間

で

一
種
異
常

な
熱

狂
を

以

て
と

ど

ろ
き
わ

た

っ
て

い
た
。

一
八
三

九
年

己
亥
、

そ

の
五
十
年

の
生

涯
か

ら
言

え
ば
既

に
晩

年

に
も

あ
た

る
四

八
才

の
彼

は
、
長

年

つ
と

め

た
北
京

で

の
下
級
官

吏
生
活

を
退

き
、
故

郷

の
杭
州

に
新

天
地

を
開
拓

す

べ
く

二
カ
月
半

に
及

ぷ
大
旅

行
を

行
な

っ
た

が
、

そ

の
途

次
、
故

郷

に
程
近

い
江
南

の
景

勝
地

揚
州

に
立
寄

っ
た
と

こ

ろ
、
彼

の
名

声
を

慕

っ
て
彼

に
面
会

を
申

し
込
む

地
方

の
名
士

が
、

ド

ッ

と
押

し
か

け
て
き

た
と

い
う
。

館

に
帰

る

や
、
郡

の
士
、

皆
、

余

の
至

る
を

知
り

、
則

ち
大

い
に
護

こ
ぶ
。
経
義

を

以
て
質

難
さ

ん

こ
と

を
請

う
者
有

り
。

史
事
を

発
き

て
問

を
見
す

者
有

り
。

京
師

の
近
事

を
就
詞

ぬ

る
者
有

り
。
所

業

の

文

の
若
き
、

詩

の
若
き
、

筆

の
若

き
、
長

短
言

(詞
)
の
若
き

、
雑

著

の
若
き
、

叢
書

の
若

き
を
呈

し
、

序
を
為

し
、

題
辞

を
為

さ
ん

こ

と
を

乞
う
者

有
り

。
其

の
先
世

の
事

行
を

状

べ
、

銘
を
為

さ

ん
こ
と

を
乞

う
者
有

り
。

冊
子

に
書

し
、
扇

に
書

せ
ん

こ
と
を

求
む

る
者
有

り

。
…

…
…

(己
亥
六
月
重
過
揚
州
記
)

こ
の
文

で
注

目
さ
れ

る

こ
と

は
、
郷

里

の
名

士

が
彼
を

経
史

の
学

か
ら

長
短
言

(詞
)
に
及

ぶ
文
学

の
広

範
な
ジ

ャ
ン

ル
に
通
暁

し
た
文

人
と

し
て

遇
し

て
い
た

こ
と

で
あ

る
。

ま

た
、

彼

が
旅
立

ち

に
あ
た

っ
て
詠

ん
だ

留
別

の
歌

は
、
長

途

の
果

て

に
や

っ
と
杭

州

の
生

家

に
旅
装
を

解

い
た
彼

よ
り
も

ず

っ
と
早

く
か

の
地

に
着
き
、

す

で
に

そ
こ

で
人

々
に

口
訥

さ
れ

て

い
た
と

い
う
。

家

に
到

る

の
日
、
早

に
予

の
出

都
留

別
の
詩
を

伝
請

す
る
者

有
り

。

時

に
、

詩
先

ん
じ

人
到
る

の
謡
有

り
。

(己
亥
雑
詩
自
注
)

襲
自

珍
が

自
ら
書

き
誌

し

た
こ

の
二
例
か

ら
も

わ
か

る
よ
う

に
、
彼

の

声
名

は
、

そ

の
晩

年

に
お

い
て
既

に
天

下

に
鳴

り
響

い
て
い
た

の
だ
が

、

そ

の
ボ

ル
テ
ー
ジ

を

一
段

と
高

め

た
の
は
彼

の
五
十

才

の
急

死

に
ま

つ
わ

る
、
ま

こ
と

し

や
か
な
街

の
雀

た
ち

の
噂
話

で
あ

っ
た
。

襲
自

珍
に
愛

妾

顧
太
清

を
寝

取

ら
れ

た
満

人
官

僚
絵

貝
勒
が
、

ひ

そ
か

に
人
を

つ
か

わ
し

て
襲

自
珍

を
毒

殺
さ
せ

た
も

の
で
あ

る
と

い
う
。

こ

の
艶

話

の
真
偽
は

今

日

で
は
す

で
に

不

明

で
あ
る
が

、

遠
慮

な

く

尾

ひ
れ

の
付

け

ら
れ

た

話

が
、

名
士

の

ス
キ

ャ
ン
ダ

ル
を

こ
よ
な
く

よ

ろ
こ
ぶ
巷

間

に
広

く
伝

え
ら
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れ

た
だ

ろ
う

こ
と

は
間

違

い
な

い
。

一
九
○

○
年

代
初

頭

に
あ

ら
わ

れ
た

流

行
新

聞
小

説

『
華
海
花

』

に
は
、

こ
の
襲

自

珍
と
顧

太
清
と

の

ス
キ

ャ

ン
ダ

ル
、

お

よ
び
、

襲
自

珍

の
長
子

襲
榿

(か
の
円
明
園
の
焼
打
ち
を
そ
そ
の
か
し

た
と
言
わ
れ
る
)
が
父

の
詩
文

を

み
だ
り

に

改
窟

し

た

い
き

さ

つ

な
ど
が

、

か

な
り

の

ス
ペ
ー

ス
を
割

い

て
念

入
り

に
語

ら
れ

て
い
る

(第
三
回
)
。

そ

の
襲

自

珍
に

つ
い

て
、
改
革

派
文

人

の
梁
啓
超

二

八
七
三
ー

一九
二
九
)

は

い
う
。
段

玉
裁

の
外
孫

襲
自

珍
は
、

既

に
訓
話

の
学

を
段

に
受
け
、

而
も
今

文

(公
羊
学
)
を
好

み
、

経
を

説
く

に
荘

(存
与
)

・
劉

(逢
禄
)
を
宗

と

す
。

自

珍
は
、

性
、
訣

宕

に
し

て
、
細

行
を
検

し
ま
ざ

る

こ
と
、

頗

る

フ
ラ

ン

ス
の

ル
ソ
ー
に
似

た
り

。
喜

ん

で
要

砂

の
思
を
為

し
、

其

の
文

辞
は
傲

誰
連

狂

と
し

て
、
当

時

の
人
は
善

し
と

せ
ず
、

而
る

に

自
珍

、
益

す
此

を
以

て
自

ら
憲
び
、

往

往
、
公

羊

の
義

を

引
き

て
、

時
政

を
議

切
り
、

専
制

を
誕

排

る
。

晩
歳

、
亦

た
仏
学

を
眈

み
、

好

ん

で
名

理
を
談
ず

。
自

珍

の
学

ぶ
所
を

綜

ぶ
る
に
、

病
は

深
入

せ
ざ

る
に
在

り
、
所

有

思
想
は

、
僅

か

に
其

の
緒

を
引

く

の
み
に

て
止
ま

り
、

又
、

現
麗

の
辞

の
掩

う
所
と
為

り

て
、
意

は
諮

達
な

ら
ず
。

然

り
と

錐
も
、

晩
清

思
想

の

解

放

に
、

自

珍
は

確
か

に

与

つ
て
功
有

り

。
光
緒

間

の
所
謂

新
学

家
は
、

大
率

の
人

人
、
皆
、

襲

氏
を
崇

拝

す

る

一
時

期
を

経
過

せ
り
。

初

め
て

『
定

庵
文

集
』
を

読

む
に
、

電

を

受
く

る
が
如

く
然

り
な

る
も
、

梢
く
進

め
ば

、
乃

ち
其

の
淺
薄

を

厭

う
。
然

れ

ど
も
、
今

文

学
派

の
開
拓

は
、
実

に
襲

氏
よ

り
す
。

(清
代
学
術
概
論
)

梁

啓
超

は
襲
自

珍

に
対

し
、

「
深

遠
な
る

思
索

を

こ
の
み
、

そ

の
文

章

は
異

様

に
し
て
と

ら
え

ど

こ
ろ
が
な

く
、
当

時

の
人
ぴ

と
は

こ
れ

に
好

感

を

も

た
な

か

っ
た
」

「襲

自
珍

の
学

問
を
綜

合
す

る
と
、

そ

の
欠
点

は
、

研
究
を

深

め
な
か

っ
た

こ
と

に
あ
る
。

あ

ら
ゆ
る

思
想
は

、

た
だ
そ

の
端

緒

に

つ
い
た
に
止

ま
り
、

ま

た
華

麗
な

る
文

辞

に
か
く
さ

れ

て
、

思
想

が

自

由

に
展
開

さ
れ

て

い
な

い
」

な

ど
と
辛

ら

つ
な

評
を
下
す

一
方

、
清
末

今

文
学

(そ
の
中
心
は
公
羊
学
)
の
推
進

者
と

し

て
は
襲
自

珍
を

十

二
分

に
評

価

し
、

「
初

め

て
彼

の

『
定

庵
文

集
』

を
読

ん
だ

と
き
は
、

電

に
触
れ

た

よ
う

に
体
が

ピ
リ
ピ

リ
し

た
」
と

、
自

分
と

襲
自

珍
と

の
感
激

の
出
会

い

を

述
懐

す
る
。

ま

た
、

改
革

派
梁

啓
超

と
は
政

治
的

に
正

反
対

の
立
場

に
あ

っ
た
保

守

派

官
僚

の
張
之

洞

二

八
三
七
ー

一
九
〇
九
)
で
さ

え
も

二
十

年
来

、

都
下
、

経
学
は

公
羊

を

講

り
、
文

章

は

襲
定

庵
を

講

り
、

経
済

は

王
安
石

を
講
る

。
皆
、

余

の
出

都
以
後

の
風
気

な
り

。

遂

に
今

日
有
る

は
傷

ま
し
き

哉
。

と

述

べ
、
都
北

京

に
お

い
て
襲
自

珍
-

王
安
石

と

い
う

「
天
命
不

足
畏

」
、

す

な
わ

ち
天
命

を

な

い
が

し

ろ
に
す
る

不
逞

の
輩

に
、

都
人
士
女

が

こ
ぞ

っ
て
熱

狂

し

て
い
る
さ

ま
を
苦

々
し
げ

に
慨

嘆
す

る
。
苦

虫
を

噛
み

つ
ぶ

し
た

よ
う

な
張
之

洞

の
顔

が
浮

か
ん

で
く
る

が
、

こ

の
こ
と
か

ら
逆

に
、

襲

自
珍

が

都
下

に
鳴

っ
た
事
実
が

裏
付

け
ら

れ
る
。

つ
ま

り
襲
自

珍
は

、

張

之

洞
や
梁

啓
超

と

い
う
政
治
上

の
敵
味

方

い
ず

れ
に
と

っ
て
も

、
す

で

に
無
視

す
る

こ
と

の

で
き

な

い
巨

大
な

存
在

と
し

て
意
識

さ
れ

て
い

た
わ

け

で
あ

る
。

襲
自

珍

が

同
時
代

あ
る

い
は

後

世

に
与

え
た
影
響

の
う
ち

で
、

こ
の
外

に
見
落

し

て
な
ら
な

い

の
は
、

か

の

"
今
宋

江
〃

劉

亜

子

二

八
八
七
=

一
九
五
八
)

を

リ
ー
ダ

ー
と
す

る
詩

人
結
社

、

南

社

の
文
人

へ

の
彩
し

い
影
響

で
あ
り
、

さ
ら

に
は
黄

遵
憲

二

八
六
七
-

一
九
〇
五
)
に
代
表

さ

れ
る

新
民
派

詩

人

へ
の
影

響

で
あ
る
が

、
そ

の

こ
と
は
倉

田
貞
義

『
中

一34一



国

近
代

詩

の
研
究
」

(大
修
館
、
昭
和
四
四
年
)
に
詳

し
く
述

べ
る

所

で
あ
り
、

こ

こ
で
は
再

述

し
な

い
。

さ

て
、
襲

自
珍

が
天

下

に
鳴

っ
た

の
は
、

決

し

て
あ

り
う

べ
き
士

大
夫

(君
子
)
と

し

て
だ

け

で
は
な

い
。

『
華
海

花
』

の

エ
ピ

ソ
ー

ド
に
象

徴
さ

れ
る

よ
う

に
、
ま

た
梁

啓
超

の
辛

ら

つ
な

襲
自

珍
評

に
も
示

さ
れ

る
よ
う

に
、

世

人

の
襲
自

珍

評
に
は
、

こ
の
外

に
襲
自

珍
を
あ

り

う

べ
か

ら
ざ
る

士

大

夫

(狂
人
)
と
し

て
み
る

意
識

が
多
分

に
混

入
し

て

い
た
。

「
狂
」

と
は

「
正
」

の
反
対

で
あ

る
。
自

ら

「
正
」

に
あ

る
と
信

ず
る

人
が

、
己

れ

の
カ
テ
ゴ

リ
ー
外

の
人
を
指

し
、

「
狂
人
」

と

い
う

レ

ッ
テ

ル
を

は
る
。

自

分
が
正

人

で
あ

れ
ば
相

手

は
狂

人
で
あ

る
。
か

の
魯
迅

の

「
狂

人

日
記

」
は
自

ら
を

「
狂
」
の
立
場

に
置

い
た
異
端

の
書

で
あ

っ
た
。

こ
の
時
、

「
正
」

と
は

伝
統

上

の
儒

教
観

念

で
あ

っ
た
だ

ろ
う
。
儒
教

が

実

は
人

を
食

う
態

の
も

の
で
あ
る

こ
と
を

、

こ

の

「
狂
人
」

は
執

拗

に
う

っ
た
え
る
。

襲
自

珍

の
場
合

は
ど

う
か
。

彼
も

ま

た
世

人
か

ら

「
狂
人
」

と
見

な
さ

れ
、

そ

の
た
あ

に
自

ら
も

た
び

た
び

故
意

に

「狂
」

の
擬
態

を
よ

そ
お

っ

た

の
で
あ
る

が
、

こ

の

「
狂

人
」

と

い
う

評
価
は

、

あ
く
ま

で
も
第

三
者

で
あ

る
世

人
か
ら

み

た
襲

自
珍

評
価

で
あ

る
。
魯

迅

の

「
狂

人
」

が

実
は

「
正

人
」

で
あ
る

よ
う

に
、

襲
自
珍

の

「
狂
人
」

も
実

は

「
正
人
」

で
あ

る
は
ず

で
あ
る
。

そ

こ
で
見
方

を
変

え

て
、

襲
自

珍
自

身

の
意

識
構

造
は

果
し

て
ど

う

で
あ

っ
た
か
を

知

ろ
う
と
す

れ
ば
、

そ

の
方
法

は
彼
が

書
き

残
し

た
詩
文

を

た
ん
ね

ん
に

読
む

こ
と
し

か
な

い
。
私

は
今

日
残
さ

れ

た

彼

の
詩
文

を
新

た
に
読

み
直

し

て
み
た
結

果
、

そ

こ
に
は
当
然

な
が

ら

一

人

の
感

受

性
鋭

き
詩

人
は

い

て
も
、

世

の

い
わ

ゆ
る

「
狂

人
」

は

い
な

い

こ
と
に
気

付

い
た
。
む

し

ろ
襲
自
珍

は
、

「
狂

人
」

で
あ
る

こ
と
も

含
め

て
詩

人

で
あ

っ
た
の

で
あ
る
。

本
稿

で
は
、

そ

の
襲
自

珍
が
詩

を
生

み
出

し

て
ゆ
く
根

源

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
は

一
体

ど

の
辺

に
あ

っ
た

の
か
に

つ
い

て

考
察
を

進
め

る
。

二

 

『
説

文
解
字

注
」

の
著
者

段

玉
裁

二

七
三
五
⊥

八

一
五
)
は

襲
自

珍

の
外

祖
父

に
あ

た
る
。

十

二
才

に
な

っ
た
襲
自
珍

は
親

し
く

段
玉
裁

か

ら

『
説

文

」

の
手

ほ
ど
き

を
受

け
、

こ
れ
が

生
涯

の
彼

の
経
史

小
学

の
基
礎

と
な

っ
た

(己
亥
雑
詩
自
注
)
。
段

玉
裁

は
恵
棟

二
六
九
七
=

一
七
五
八
)
戴

震

二

七
二

三
ー

一
七
七
七
)
王
念
孫

二

七
四
四
-
一
八
三
二
)
王

引
之

二

七
六
六
-

一
八
三
四
)

父

子
ら

と
共

に
清

朝
考

証
学

の

最
盛
期

を
代

表
す

る
学
者

で
あ

り
、

そ

の

彼

が
率
先

し

て
愛

孫

に
み
ず

か
ら

の
薙
蓄

を
傾

け

た
こ
と

は
、
相

手
側

の

襲
自

珍

が
受
け

た
影

響
と

し

て
は
、

は
な

は
だ

大
き

い
も

の
が

あ

っ
た
。

ま

た
王

引
之

は
、

一
八

一
八

(嘉
慶
二
三
)
年
、

二
七

才

の
襲
自

珍
が
漸

江

郷
試

に
合
格

し
た
時

の
座

主

(主
任
試
験
官
)
で
あ
り
、
襲
自

珍
は
、

後

に
師

の
王
引

之

の
た
め

に
、
ね

ん
ご

ろ
に
墓

表
銘

を
書
く

(工
部
尚
書
高
郵
王
文
簡
公

墓
表
銘
)
。
さ

ら
に
は

父

の

襲
麗

正
は
、

一
七

九
六

(嘉
慶
一
)
年
、

ち

ょ
う

ど
白
蓮

教

の
乱
が
起

き

た
年

の
進

士

で
あ
り
、

襲
自

珍

の
経
学

は

こ
の
父

か
ら
も

多
分

に
直
接

に
仕

込
ま

れ
た
だ

ろ
う
。

こ
れ
ら

の
襲
自

珍
を
取

り

巻

く
清

朝

の
学
術

雰
囲
気

の
中

で
、
襲

自
珍

は
当
然

な
が

ら
考

証
学
者

と

し

て
多

方
面

に
わ

た
る
考

証
研
究

を
す

す
め

る

こ
と
に
な

る
。

親
友

の
魏
源

二

七
九
四
=

一
八
五
六
)
は
、
襲
自

珍

の
学
問
を

総
括

し

て
言

、

う
。

君

、
名

は
自

珍
、
更

の
名

は
輩
柞

、
字

は
瑠

人
、

湖

の
仁

和

の
人
な

り
。
経

に
於

て
は

公
羊
春

秋

に
通

じ
、
史

に
於

て
は

西
北

の
輿
地

に
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長
ず

。
其

の
書

は
六
書

小
学

を
以

て
入
門

と
為

し
、
周

秦

の
諸

子
、

吉

金

・
楽

石
を

以

て
圧
郭

と
為

し
、

朝
掌

・
国
故

・
世

情

・
民
隠
を

以

て
質
幹

と
為
す

。
晩

(年
)
に
は

尤
も

西
方

の
書

(仏
教
)
を

好

み
、

自
ら

謂
う
、

深
微

に
造

れ
り

と
。

(定
盒

文
録
序
)

襲
自

珍
が

、
経

史
小
学

は
言

う
ま

で
も

な
く
、

晩
年

に
は

仏
教

に
至
る
ま

で
、

あ
ま

ね
く
諸

書
を

渉
猟

し
、

か

つ
考

証
を

行
な

っ
た

こ
と
は
、

前
述

の
梁
啓

超

の
謂
と

同
じ

で
あ
る

。

次

に
、

こ
れ
を
本

人

の
言
を

借
り

て
言

お
う
。

襲
自

珍
が
自

身

の
学
問

に

つ
い

て
述

べ
た
文

は
次

の
二

つ
が

あ
る
。

そ

の

一
は

「
己
亥

雑
詩
」

の

自

注

で
あ
る

。

「己

亥
雑

詩
」

は
、
晩

年

四
八
才

の
彼

が
、
北

京
か

ら
杭

州

へ
里

帰
り

を
し

た
途

次
に
詠

ん
だ

一
連

の
自
伝

的
叙

事
詩

で
あ
る

。
そ

の
中

で
彼

は
、

若

い
頃

の
自

分

が
次

々
に
種

々
の
学

問

に
接
し

得
た
思

い

出
を

回

想
し

て

い
る

が
、
詩

に
付

し

た
自
注
を

参
考

し

つ
つ
今

そ
れ
を

整

理
す

る
と

次

の
よ
う

に
な
る

。

武
英
殿
に
職
を
得
、
校
讐
之
学

(校
勘
学
〉
の
始

「
登
科
録
」
を
読
み
、
二
百
年
来
の
科
名
掌
故
を

捜
輯
す
る
始

天
地
東
西
南
北
之
学

(地
理
学
)
の
始

段
玉
裁
に

「
説
文
』
を
お
そ
わ
り
、
説
文
学
の
始

公
羊
学
者
劉
蓬
禄
と
出
会
い
、
公
羊
学
の
始

古
今
の
官
制
を
研
究
し
は
じ
め
る

「四
庫
提
要
」
を
読
み

、目
録
学
の
始

石
鼓
文
を
見
、
金
石
学
の
始

若
年

の
襲
自

珍
が

興
味

に
ま
か

せ
、

あ
る

い
は
周
囲

の
刺
激

に
促

さ
れ

次

々
に
学
問

に
目
覚

め

て
ゆ
く
過

程
が

、

こ
の
表

に
よ

っ
て
明
ら

か

に
さ
れ

る

。

こ
こ

で
襲

自
珍

が
言
及

す
る
校

勘
学

、

地

理
学
、

説
文

学
、

公
羊

学
、

目
録
学

、
金

石
学

ら

の
学

問

は
、

い
ず

れ
も

清
朝

考
証
学

と

い
う

一

種

の
科
学
的

研
究

法
を

確
立
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
目
ざ

ま
し

い
発
展

を
遂

げ

た
学

問
分

野

で
あ

っ
た
。

襲
自

珍
が

自
分

の
学
問

に

つ
い

て
述

べ
た

そ

の
二
は
、

一
八
二
二

(道
光

二
)
年

、
彼

が

三

一
才

の
時

に

作

つ
た

「城

南
席
上

の
謡
」

二
名
、
十
客
を

嘲
け
る
謡
、
一
名
、賭
脂
の
謡
)
と
題
す

る

パ

ロ
デ

ィ
詩

で
あ
る

。

一
客

は
古

文
を

談
る

、
夢

に
倉
頷

の
瘤

史
を
享

く
る

を
見

る
。

一
客

は
山

川
を

談
る
、

掌
紋

は
西
流

し

て
弱
水

と
作

る
。

一
客

は
高
孤

を

談
る

、
神

明
は
侶

侶
と

し

て
孤
矢
を

念

い
、

泰
西

の
深

瞳
は

一
に
何

に
似

た
る

?

一
客

は
宗
舞

を
談
る

、
路

に
破

銅
に
逢

え
ば

隻
皆
を

拭

い
、
邸

を
発

く
中
郎

は

倫

と
し

て

封
爾

す
。

一
客

は

遺
侠

を

談

る
、

日

に
十

銭
を

挟

み

て
西

市

に

入
り
、

五
銭
は
麦

糊
、

五
銭

は

紙
、

年
年
、

東

の
か

た
日
本

に
使
す

る
を
望

む

。

一
客

は
讐

書
を
談

る
、

鍛

の
脛

の
偏

労
、

大

い
に
排
比

べ
り

。

一
客

は
詰

訓
を

談
る
、

夜
な

に
淡
長

(許
慎
)
を
桐

り
、
顔

子

(回
)
を

配
す

る
も

、
字

を
識
る

は
憂

悩

の
始

ま
り

な
る
を

信

ら
ず
。

一
客

は
虫
魚

を
談

る
、
草

間

に

蛙
を

聞
き
、

臥
し

て
耳
を

帖

る
。

一
客
は
掌

故
を

談
る
、

康

煕

の
老

兵
は

懊
し

み

て
侯

つ
。

一
客

は
公
羊

を
談

る
、
端

門

に
血
書

又
た
飛

べ
り
。

現
代

の
学
者

王

侃
謝

に

よ
れ
ば

、

こ

こ
に
登
場

す
る
十

客
、

す
な

わ
ち

古
文

家

・
西

北
地

理
家

・
算
学

家

・
金

石
家

・
輯
秩

家

・
校
勘

家

・
説

文

家

・
動

物
学

家

・
掌

故
家

・
公

羊
家

の
そ

れ
ぞ
れ

に

つ
い

て
、
今

は
侠

し
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た
原

注

で
は
各

々
の
姓

名
が

累
累

と
書
き

連
ね

ら
れ

て

い
た
と

い
う
が
、

私
は

、

こ
の
十
客

と
は
、

と
ど

の

つ
ま
り

は
襲
自

珍

の
学

問

に
お
け

る
十

様

の
分
身

を
示
し

た
も

の
に

ほ
か
な

ら
な

い
と
考

え
る

。
そ

の
根
拠

は
次

の
四

証

で
あ
る
。

①
古
文

家

・
西
北
地

理
家

・
算
学

家

・
金
石
家

・
輯

秩

家

・
校
勘
家

・
説
文

家

・
動
物

学
家

・
掌
故

家

・
公

羊

家

と

い
う

十

客

は
、
前

述

の
魏
源

の
襲
自

珍
評

(定
盒

文
録
序
)
や

襲

自
珍

の

「
己
亥
雑
詩

」

に
述

べ
ら
れ

る
学

問

の
内
容
と

ピ

タ
リ

一
致

す
る
も

の
で
あ
り
、

考

証
学

者

襲

自
珍

が
考

証
研
究

を
お
し

す
す

め
た
広

範

な
学
問

の
ジ

ャ
ン
ル
を
示

す
も

の
で
あ
る

こ
と
。

②
遺
秩

(輯
秩
)
家

に

つ
い

て
、

「
年
年

東

の
か
た

日
本

に
使

す
る

を
望
む

」
と

い

っ
て

い
る

の
は

、
襲
自

珍
が

日
本
船

に
托

し

て
、

『
皇

侃
論

語
義

疏
』

『
山

井
鼎
七

経
孟

子
孜
文

』

の

ほ
か

に
今

も

日
本

に
残

る

で
あ
ろ
う

中
国

の
侠
書

を
求

め

た

「
番
舶

に
与

え

て
日
本

の

秩
許

を
求

む
る

書
」

を
指
す

と
思

わ
れ

る

こ
と

。
③
詰

訓

(説
文
)
家

に

つ

い
て
、

「
字
を

識
る

は
憂
悩

の
始

ま

り
な
る

を
信

ら
ず
」

と

い

つ
て
い
る

が
、

襲
自

珍
自

身
も

、

そ
の
詩
作

の
い
た
る

所

で
こ

の
テ
ー

マ
を
繰
り

返

し

述

べ

て
お

り
、
文

字

(説
文
学
〉

へ
の
深

い
疑
念

は

彼

の
普
遍

的
な

テ
ー

マ
で

あ

っ
た
こ
と

(後
述
)
。
④

公
羊
学

に

つ
い

て
、

「
端

門

に
血
書

又
た

飛

べ
り

」
と

い

っ
て

い
る
が
、

襲
自

珍
は
、

一
九

一
九

(嘉
慶
二
四
)
年

、

二
八
才

の
時

に

公

羊
学
者

劉

逢
禄

二
七
七
六
⊥

八
二
九
)

と
出
会

っ
て
以

来

、
魏

源
と
並

ん

で
清
末

思
想
界

に

お
け

る
熱
烈

な
公
羊

学

の
推
進
者

と

な

っ
た
こ
と
。

こ
の
よ
う

に
襲
自

珍

の
学

問
は

、
段

玉
裁

を
リ

!
ダ

ー
と
す

る
清
朝

考

証
学

の
強

い
影
響

の
下

で
多
方
面

に
わ

た

っ
た
。
と

こ
ろ

で

そ
の
段
玉
裁

は
、

こ

の
才
気

あ

ふ
れ

る
外

孫

の
将
来

に
大

い
に
希

望
を
托

し
、

一
八

一

四

(嘉
慶

一
九
)
年
、

二
三
才

の
襲

自
珍

が

あ

る

べ
き

明
君
良

臣

の
姿
を
主

張
し

た
政
論

「
明

良
論

」

に
は
、

八
十

の
老

体

に
鞭
打

っ
て
わ
ざ
わ

ざ
付

評
を
寄

せ

毫

い
た

る
も
、

猶

ほ
此

の
才

を

見

て
死

す
、
吾

、
恨

み
ず

　
。

(明
良

論
付
評
)

と

、

そ
の
才

を
絶
讃

す
る

(皮
肉
な
こ
と
に
は
、
段
玉
裁
は
こ
の
翌
年
に
八

一
才
の
天
寿

を
全
う
し
た
)
。

さ
ら

に
段

玉
裁

は
襲
自

珍

の
詞
集

「
懐

人
館

詞
」

に
も

序
文

を
書

き
、

愛

孫
が

詞

(長
短
句
)
な
ど

と

い
う

「
性

情
」

を

害

な
う
も

の
か
ら
早

く
足

を
洗

い
、

自

分

の
後
を
継

い

で
経
史

学

の
道
に
連

進
し

て
ほ
し

い
と

、

い

さ
さ

か

の
老

婆
心

を
お

こ
す
。

仁
和

の
襲
自

珍

は
、

余

の
女

の
子
な

り
。
嘉
慶

壬

申

二

八
一
二
)
、
其

の
父
、

京
師

よ

り
新
安

に
出
守

し
、
自

珍
は

余

に
呉
中

に
見
ゆ

。
年

わ
ず

た
ず

ぬ

才

か

に

弱

冠
な
り

。
余

は

其

の

所
業

を

索

観
る

に
、
詩

文
甚

だ
彩

く
、
間

ま
経

史
を

治
む

る
作
有

り
。
風

と

発
り
、

雲
と
逝

き
、

一
世

す

べ
か
ら
ざ

る
概
有

り
。

尤
も

喜
ん

で
長
短
句

(詞
)
を
為

す

。
其
れ

「
懐

人
館

詞
」

と

日
う
者

三
巻

、
其

れ

「
紅

禅
詞
」

と

日
う
者

又

二

巻
、

造
意
造

言
は

幾
ん

ど

韓

(愈
)
李

(白
)
の
文
章

に

於

け
る

が
如

く
、

銀
怨

に
雪
を
盛

り
、

明
月

に
鷺
を

蔵
し
、

中

に
異
境
有

り
。

此

の
事
、

東
塗

西
抹
す

る
者

は
多

き
も
、

此

に
到
る
者

は
匙

し
。
自

珍

は
弱

冠
を

以

て
之
を

能
く

す
れ
ば

、
則

ち
、
其

の
才

の
絶

異
な

る
と

其

の
性
情

の
沈
逸

な
る

は
、
居

な
が

ら
に
し

て
知

る

べ
し
。

余
、

少

き
時

に
詞
を

為

る
を

慕

う
も
、

詞
は
自

珍

の
工
な

る
に
逮
ば

ず
。

先

君
子
は

之

を

誰
し

て

日

く
、

「
是
れ

経
史

を
治
む

る
性
情

に
害
有

り
。
之

を
為

る

こ
と

愈

よ
工
な

れ
ば

、

道
を
去

る

こ
と
且

つ
愈

よ
遠

し
」
と

。

余
、

謹

し
ん

で
教
え

を
受
け

、

綴

め

て

一
行
も
為

る

勿

一37一



し
。

(段
玉
裁

「
経
韻
楼
集
」
巻
九

懐
人
館
詞
序
)

(傍
点
は
引
用
者
)

こ
こ

で
段

玉
裁

は
、

「
経
史

を

治
め

る
性
情

」
と

「
長
短

句
を
為

る
性

情
」

と
を
全

く
相

容
れ

な

い
も

の
と
し

て
と
ら

え

る
。

「
自

分

(玉
裁
)
も

か

つ
て
詞
作

に
あ

こ
が

れ
、
亡

父

に
教

え
誰

さ

れ
た

こ
と
が

あ

る
」
と

い

っ
て
自

分

の
若
き

日
の
教

訓

を
引

用
し

つ

つ
、

経
史

学
を
な

お
ざ

り

に
し

て
ひ

た
す
ら

詞
作

に
情

熱

を
傾
け

る
襲
自

珍

に
向

か
い
、

人
生

の
師
と

し

て
、
祖

父
と

し

て
、
ま

た
経

学

の
先
輩
と

し

て
、
や

ん
わ
り

と
、

し
か
も

毅

然
と

し
た

態
度

で
詞

か
ら
経

史

学

へ
の
転
換

を
せ
ま

る

の
で
あ

る
。

次

い
で

翌
年

一
八

=

二

(嘉
慶
十
八
)
年

に
は

段
玉
裁

は

「
外
孫

襲
自
珍

に
与
え

る
札
」

を
書

き
、
襲

自

珍
が
名

士

と
な

る

こ
と

を
キ

ッ
パ
リ
と
あ

き

ら
あ
、

経

史

の
学

に
精

進
し

て

一
刻
も

早
く
名

儒
名

臣

に
な

る

よ
う

に

と

叱
陀
激

励
す

る
。

菖
季

埜

は
方
霊

泉

を
戒
め

て

日
く
、

「
無
益

の
書

を
読
む

勿

か
れ
、

無

用

の
文

を
作

る
勿

か
れ

」
と
。

鳴
呼

!

之

に

尽
き
た

り
/
博

聞

b

強

記

・
多

識

・
蓄
徳

し

て

努
力

し

て

名
儒

と

為

れ
、
名

臣
と

為

れ
。

名
士

と
為

ら
ん
と

願

う
勿

か
れ
。

何
を

か
有
用

の
書

と
謂
わ

ん

?

経
史

是
れ

な
り
。

(同
上
)

こ

こ
に
は
、

あ
く

ま

で
名

臣

で
あ
り
、

名
儒

で
あ

ら

ん
と
欲

し
た
段

玉

裁

の
本
領

が
如
何

な
く

発
揮

さ
れ

て

い
る
。

思

う
に
、

段
玉

裁

の
い
う

「
経
史

を
治

め

る
性
情

」
と
は

、

い
い
か

え

れ
ば

「
学
者

の
性

情
」

で
あ

る
し
、

「
長

短
句

を
為

る
性
情
」

と

は
、

い

い

か

え
れ
ば

「詩

人

の

性
情
」

で

あ

る
。

そ
し

て
、

経
学
者

段

玉
裁

の

「
学
者

の
性

情
」

は
、

「
詩

人

の
性

情
」

を
抹

殺
し
犠

牲

に
す

る
こ
と

と

引
換

え
に
、

そ

の
代

償
と

し

て
得
た

も

の
で
あ

る
。

「
是
れ

(詞
作
)
は
経

史

を
治

む

る
性

情

に
害
有

り
、
之

(詞
)
を
為

る

こ
と
愈

よ
工
な
れ
ば

、
道

を
去

る

こ
と
且

つ
愈

よ
遠
し

」
と
は

ま
さ

し
く

そ

の
こ
と
を
指

す
。

こ
れ

に
対

し
、
襲

自
珍

の
場
合

は

や
や
事

情
を
異

に
す

る
。
彼

は
段

玉
裁

の

よ

う

に

「
詩

人

の
性

情
」

を
抹
殺

す
る

こ
と

に
よ

っ
て
学
者

に
な

ろ
う

と
は

思
わ

な

い
。

い

や
、
む

し
ろ
襲
自

珍

は
抹
殺

し

て
し
ま

う
に
は

「
詩

人

の

性
情
」

が
あ

ま
り

に
も
多

す
ぎ

、
ど

う

に
も

手

の
ほ
ど

こ
し

よ
う
が

な
か

っ
た

の

で
あ

る
。

そ

こ
で
襲
自

珍
は
、

経
学

の
大
業

に

ひ
た
す

ら
遭
進

し

て
ほ
し

い
と

願

う
段
玉
裁

の
期

待
と

は
裏
腹

に
、

ひ
た
す

ら

詞
作

に
の
め

り
込

ん

で
ゆ
く

こ
と

に
な

る
。

つ
ま

り
、
結

果
と

し

て
段

玉
裁

の
忠
告

に

そ
む

き
、

「
名
臣
」

や

「
名
儒
」

の
道
に
背

を
向

け
、

「
名
士
」

の
道
を

志

向

し
た

の
で
あ

っ
た
。

そ

う
い
う

意
味

で
、
段

玉
裁

が
襲
自

珍

に
書
き
送

つ
た

こ

の
文

(懐
人
館

詞
序
お
よ
び
与
外
孫
襲
自
珍
札
)
は
、

「
詩

人
」

襲
自

珍
と

「
学

者
」
段

玉
裁

と

の
意
識

の
断
絶

を
如

実

に
示
す
格

好

の
資

料

と
な

る
。

三

 

襲

自
珍

は
、
生

来
、

人
並

す
ぐ

れ

て
豊

か
な
感

受
性

を
有

す

る
詩

人
で

あ

っ
た
。

一
七

九
六

(嘉
慶
一
)
年
、

進
士

と
な

っ
た
父

が

北

京

へ
赴
任

し

た

時
、
襲

自
珍

は
、
ま

だ
幼

少

五
才

で
あ

っ
た

。
や

が

て

一
家
は

杭
州

を

引

き
は
ら

い
、

父

の
任

地

の
関
係

で
北

京
に
移

り
住

む

よ
う
に
な

る
が
、

こ
の
頃
、

少
年

襲
自
珍

は
自

分
が
、

わ
け

も
わ

か
ら

な

い
あ

る
異
常

な
感

覚

の
発
作

に
し
ば

し
ば

襲
わ

れ
る

こ
と

に
気
付

き
は

じ
め

る
。

一
八

二

一

(道
光

一
)
年

、

三
十

才

の
時

に
作

っ
た

「冬

日
小

し
く

病

み
、

家

に
寄
す

る
書

を
作

る
」

と

題
す

る
詩

に

い
う
。

黄
日
半
窩
媛

黄
日
は
窓
に
半
ば
し
て
媛
か
く

人
聲
四
面
希

人
声
は
四
面
に
希
な
り
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錫
篇
咽
窮
巷

沈
沈
止
復
吹

小
時
聞
此
聾

心
神
転
爲
擬

慈
母
知
我
病

手
以
棉
覆
之

夜
夢
猶
坤
寒

投
於
母
中
懐

行
年
造
肚
盛

此
病
恒
相
随

飲
我
慈
母
恩

錐
肚
同
見
時

錫
箭
は
窮
巷
に
咽
び

沈
沈
と
し
て
止
み
復
た
吹
く

小
時
に
此
の
声
を
聞
け
ば

心
神
は
鞭
ち
凝
と
為
る

慈
母
は
我
が
病
め
る
を
知
り

手
ず
か
ら
棉
を
以
て
之
を
覆
う

夜
夢
み
て
猶
ほ
寒
さ
に
噂
け
ば

母
の
中
懐
に
投
ず

行
年
は
壮
盛
に
造
ぷ
も

此
の
病
は
恒
に
相
随
が
う

我
が
慈
母
の
恩
を
飲
む
は

壮
な
り
と
錐
も
児
時
に
同
じ

人

の
話

し
声

も

ほ
と
ん

ど

し
な

い
閑
散
と

し

た
下
町

の

一
室

で
、

私
は

ひ

と
り
病

気

で
寝

て
い

る
。
窓

に
は

昼
下
が

り

の
日
が
照

り

つ
け
、

そ

の

一

角

だ

け
は
冬

に
し

て
は

奇
妙

な
ほ

ど
暖

か
そ
う

で
あ

る
。

目
を
と

じ
、

じ

っ
と

瞑
想

に
ふ
け

っ
て
い
る
私

の
耳

に
、

ふ
と
物

売
り

の
チ

ャ

ル
メ
ラ
の

音

が
聞

え

て
き
た
。

そ
の
音

は
細
く

長
く

咽
ぶ

よ
う

に
断
続

し
な

が
ら
下

町
を
漂

よ
い
続

け

る
。

そ
れ

で
思

い
出
し

た
が
、

私
は

小
さ

い
頃
、

こ
の

チ

ャ
ル
メ
ラ

の
音

色
を

聞
く
と

、

い

つ
も

心
が

ぽ
か
ん

と
し

て
し
ま

っ
た

も

の
だ

。

そ
ん
な

時
、

母
は
私

が
放

心
し

て

い
る

の
を
知
り
、

い

つ
も

や

さ
し
く

掛
け

ぶ
と

ん
を

か
け

て
く
だ

さ

っ
た
。
夜

に
夢

を
み

て
う
な

さ
れ

ど
う

し

て
も

眠
れ

な

い
時

は
、

よ
く
隣

に
寝

て
い
る
母

の

ふ
と

ん

に
も

ぐ

り

込

ん
で

い

っ
た

っ
け
。

今
年

、
私

は
す

で
に
齢

三
十

を
越

え
た
が
、

チ

ャ
ル
メ
ラ

の
音

色

に
放

心
す

る

ク
セ
は

い

っ
こ
う
直
ら

ぬ
。

い
や

そ
れ
ば

か
り

か
、

い
や
ま

し

に
強

ま
り

さ

え
す
る

。

母

さ
ん

に
あ
ま

え
る

気

持

は

、
三
十

に
な

っ
て
も

、

子
供

の
と
き

と
ち

っ
と
も

変
わ

ら
な

い
な
あ

。

幼

少

時
か
ら

壮
年

に
至

る
ま

で

一
貫

し

て
止
ま

ず
、

チ

ャ

ル
メ
ラ

の
音

を
聞

い
た
だ

け

で
た
ち
ま

ち
我

を
忘
れ

て
放

心
状
態

に
お

ち

い
る
襲
自

珍

の
感

受
性

の
鋭

さ
は
、

彼

が
本
質

的
な

意
味

で
詩

人
で
あ

る

こ
と

を
十

分

に
証
明

す
る
。

こ
の
放

心

状
態
は

、
幼

少
期

に
お

け
る
襲
自

珍

の
詩
的

感

情

の
発
露

を
示

す
も

の

で
あ

る
。

彼

は

そ

の
詩

作

の
い
た

る
と

こ
ろ

で
、

自
分

の
有

す
る

豊
富
な

感
情

の

処

理
に

ほ
と

ほ
と
手

を

や
い

て
い
る

こ
と
を

一
種

の
悲
哀
感

を
込

め

て
う

た

い
あ
げ

る
。

情
多

く
庭
威

に
悲

歓
有

り
、

何

ぞ
必
ず

し
も
澹

桑

は
、
始

め

よ
り

浩

い
に
歎

か
ん

や
。

(雑
詩
)

彼

の
多
情

は
、

い
た

る
と

こ
ろ

で
感

情

と
現
実

と

の
大

幅
な

齪
語

を
来

た

し
、

彼

は
槍
桑

(世
の
中
の
激
し
い
移
り
変
わ
り
)
以
前

に
、

自
身

の
内

で
す

で

に
早

く
も

哀
歓

を
感

じ
て

し
ま
う

の

で
あ

る
。

そ

の
哀

楽

の
感

情
が

通
常

の
人

の
何
層

倍
も

豊
富

で
あ

っ
た

こ
と
は
次

の
よ
う

に
う
た

う
。

之

の
美
し

き

一
人
、
楽

亦
た

人
に
過

ぐ
れ
ば

、
哀

亦
た

人
に
過

ぐ
。

(琴
歌
)

「
之

の
美

し
き

一
人
」

と
は
、

す
な

わ

ち
襲

自

珍
自
身

を
指

す
。
同

じ

テ

ー

マ
は
、
彼

の
自
伝

と

お
ぼ
し

き
詩

作
品

「
寒
月
吟

」

の
中

で
も
歌

わ
れ

る
。
我

が
生

は
、
之

を
天

に
受
く

、

哀

楽
恒

に
人

に
過
ぐ
。

さ
ら

に
、
晩

年
に
詠

ん
だ

一
連

の
自
伝

的
作

品

「
己
亥
雑

詩
」

に
お

い

て
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少
年

の
哀
楽

は

人
に
過

ぎ
た
り

、

歌
泣

は
端
無

く
、

字
字

真
な

り
。

と

う
た

う

の
も
全

く

同
じ
意

味
あ

い

で
あ
り
、

も

う
五
十

に
手

の
と
ど

く

頃

に
な

っ
て
も

少
年

の
頃

か
ら
続

く
放
犀

な
感

情

に
ほ
と

ほ
と
手

を
焼

く

さ
ま

が
、

く
ど

く
ど

し
く
も

述

べ
ら
れ

る
。

こ
の
ほ
か
猛
り

に
憶

う
、

児
時

の
心
力

の
異

し
き

を
。

(猛
憶
)

我
が

少
年

に
当

り
し
時

、
盛

気

の
何

ぞ
践
盾

せ
る
。

(蘭
汀
郎
中
の
園
居

に
題
す
)

と

い
う

モ
チ
ー

フ
も

同
じ
く

自

己

の
豊

か

な

感

情

を

う
た

う
も

の
で
あ

る
。さ

て
、

襲
自

珍

に
と

っ
て
経

史
小
学

、
と

り
わ

け
段

玉
裁

の
指
導

に
な

る
説

文
学

と
は

、
彼

の

ほ
し

い
ま
ま
な

る
感
情

に

一
種

の
た
が

を
は

め
る

べ
き
も

の
と
し

て
あ

っ
た
。

「実

事
求

是
」

を

モ

ッ
ト
ー
と
す

る
清
朝

考

証
学

は
、

そ
れ

が

テ
キ

ス
ト

ク
リ

テ

ィ
ク
を
主
体

と
す

る

一
種

の
科

学
研

究

で
あ

る
ゆ

え
に
、

主
観

的
感

情

の
入
り
込

む
余

地
は

最
小

限
に

せ
ば

め

ら

れ
る
。

自
由

な
魂

は
束
縛

を

き
ら

う
。
放
蝉

な

襲
自
珍

の
感

情
は
、

当

然
、

経

学

(説
文
学
)
と

い
う

た

が
と
は

質
的

に
相

容
れ
な

い
部

分
が

あ

っ

た
。

先

に
述

べ
た

よ
う

に
段

玉
裁

の

「
経
学

に
は
げ

む

よ
う
に
」

と

い
う

忠
告

に
も

か

か
わ
ら

ず
、

そ

の
後

の
彼

が
逆

に
死

ぬ
ま

で
詩
作

に
没

頭
し

て
い

っ
た

こ
と

か
ら
も

、

そ
れ
は

わ
か

る
。

襲

自
珍

は
、

学
者

の
家
系

に
生

長

し
た

に
も

か

か
わ
ら

ず
、

経
学

の

一

環

と
し

て
あ

る
文
字

学

に
対

し

決
し

て
全
幅

の
信
頼

は
お

か
ず

、

一
種

の

懐

疑
心
、

ほ
と

ん

ど
本
能

と

い

っ
て
も

い

い
ほ
ど

の
反

発
心
を

そ

の
意

識

の
根
底

に
蔵

し
て

い
る
。
先

述

の

「
東

南
席
上

謡
」

に
お

い

て
、

「
説

文

家
」

を

「
文
字

を
識

る
は
憂

悩

の
始

ま
り

な

る
を
信

ら
ず
」

と
皮
肉

っ
て

い
る

こ
と
は
、

彼
が
説

文
学

に
対

し

て
抱

い
て

い
た
懊

悩

心

の
あ

ら
わ

れ

で
あ

る
だ

ろ
う
。

以
後

は

一
切
詩

は

つ
く

る
ま

い
と
誓

っ
て

我

に
第

一
の
諦
有

り
、
文

字

の
中

に
落
ち
ざ

る

こ
と
。

(戒
詩
)

と

発
心

す
る

の
は
、

文
字

の
持

つ
魔
力

に
と

り

こ
に
さ
れ

ま

い
と

す

る
襲

自

珍

の
は
か
な

い

抵

抗
を

示
す
も

の
で
あ
る

(詩
作
と
は
文
字
の
魔
力
に
と
り
つ

か
れ
た
所
業
で
あ
る
が
故
に
、
戒
詩
に
よ
つ
て
、
そ
れ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
)
。
さ

ら

に
、

危

う
き
哉
、

昔

は
幾

ん
ど
敗

れ
、

万
初
も

無
坡

に
堕

ち
ん
と

す
、

憂

患
有

る
を
知

ら
ず

し

て
、

文
字

は
其

の
身

に
焚

え
り

。

と

う

た
う

の
は
、

か

つ
て
彼

が
文

字

の
持

つ
憂

患
と

い
う

属
性

に
気
付

か

ぬ
ま
ま
、

や

み
く
も

に
文
字

学

へ
突
進

し

よ
う
と
し

た

こ
と

を

一
種

の
お

ぞ
ま
し

さ
を

以

て
回

顧
す

る
も

の
で
あ

る
。

襲
自

珍
が
経

学

に
対
し

て
持

つ
根
底

か
ら

の
疑
問

を
、

以
上

に
あ
げ

た

よ
う
な
詩

ば

か
り

で
な
く
、

こ

の
ほ
か

に
、
彼

の
文
章

か
ら

求
め

よ
う
と

す

れ
ば
、

①
襲
自

珍

は
、
王

引
之

・
顧
広

析

・
李

鋭

・
江
藩

・
陳
奥

・
劉

逢

禄

・
荘
綬

甲
ら

の
同
時

代

の
諸

学
者

と
ち

が

い
、

「
百
家

」

「
雑

家

」

の
言

を
好

み
、

ま
た

「
天
地

東
西

南
北

の
学
」

に
忙

殺
さ

れ
て
、
生

涯

つ

い
に
易

・
書

・
詩

・
春

秋
と

い
う

経
学
者

の
経

典
を

写
定
す

る

こ
と

が
な

か

っ
た

こ
と

(古
史
鉤
沈
論
三
)
、
②

江
藩

(字
は
子
屏
)
の

著
し

た

『
国

朝
漢

学

師

承
記
』

に
対
し

、
公
羊

学
者

の
立
場

か

ら
鋭

い
質
問

を
投
げ

か
け

て

い
る

こ
と

(江
子
屏
所
著
書
序
、
与
江
子
屏
農
〉
な
ど
、

数
多

く
あ
げ

ら

れ
る
。

そ
し

て
、

こ

こ
に
指

摘
し

た
襲
自

珍

の
生
来

の
多
情

と
、

説
文
学

、
さ

ら

に
は
経

学

に
対

す

る
根
底

か
ら

の
疑
念

と

の
乖

離

現
象
は

、
実

は
襲
自

珍

の
意
識

裡

に
お

い
て
、

う
か

つ
に
見
す

ご

し
に

で
き
ぬ
重

要
な
意

味
あ

い
を
持

つ
の

で
あ
る
。

す
な

わ
ち
、

彼
は

一
生

の
あ

い
だ
己

が
持

つ
奔
放
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な

性
情

と
そ
れ

に
わ

く
を

は
め

る

べ
き

説
文
学

(経
学
)
と

の
狭

間

に
悩
ま

さ

れ
続

け
た
。

言
葉

を
か

え

て
い
え
ば

、
襲

自
珍

の
詩

作
は
内

発

の
も

の

で
あ
り
、

襲
自

珍

の
経
学

は
外

発

の
も

の
で
あ

っ
て
、

彼
は
内

発

の
も

の

(詩
作
)
と
外

発

の
も

の

(経
学
)
の
軋
蝶

に

一
生
苦

し
ん

だ

の
で
あ

る
。
も

し
彼

が
当
時

の
学

界

の
大
勢

を
占

め

て
い
た

い
わ
ゆ

る
通
儒

で
あ

っ
た

の

な
ら
、

彼

は

「
名

臣
」

と
な

り
、

「
名
儒

」

を
志

し
、

学

問

に
没

頭
す

る

こ
と

に
己

れ

の
生

き
が

い

を
見
出

し

て
い
た
だ

ろ

う
。

そ
れ
は

そ
れ

で
、

経
学

者
と

し

て
の
襲
自

珍

の
名

声

を
何

ら
傷

つ
け

る
も

の
で
は
な

い
。

し

か
し

、
彼

は
通

儒
た

る
に

は

「
詩

人

の
性
情

」
が

や
や
勝

っ
て
い
た
。

段

玉
裁

の
た
び
た

び

の
忠

告

は
、
彼

を
経
学

者

に
育

て
あ
げ

よ
う

と
し

て

の

こ
と

で
あ

つ
た

。
し

か
し
、

そ

の
後

の
彼
が
、

経
学

研
究

も
さ

る

こ
と
な

が
ら

事
実

上
は

祖
父

の
忠
告

に

そ
む
き
、

詞

集
を

刊
行

し
た
り

し

て
詩

作

を

や
め
ず

、

ひ
た
す

ら
詩

人

の
道

を
歩

み
、

そ

の

ス
キ

ャ
ン
ダ

ル
が

都
人

士
女

の
口
に

の
ぼ
せ

ら
れ

る
ま

で
に

「
名
士

」

の
道
を
志

向

し
た

の
は
、

彼
が

究
極

に
お

い

て
己
れ

の
有
す

る
生

来

の
感
情

に
忠
実

で
あ

っ
た

こ
と

に
拠

る
。

そ
し

て
、

こ
の
現
象

を

さ
ら

に
大
き

く
歴

史

の
流
れ

か
ら
と

ら
え

る
な

ら
ば

、
襲
自

珍

が
経
学

の
持

つ
非

人
間

性

に
疑
問

を
持

ち
、
己

が
性
情

に

あ
く

ま

で
も
忠

実

に
詩

人

の
道
を
歩

も

う
と

し
た

と

こ
ろ
こ

そ
、

近
代

の

中
国

が

ア

ヘ
ン
戦
争
ー

太
平

天
国

の
乱

-

日
清

戦
争

-
辛

亥
革
命

ー

五
四

連
動

と

い
う
歴

史
事
件

を
経

て
、

封
建
制

の
し
が

ら
み
を

脱

し
、
個

我

の

解
放

を
叫

ん

で
目
覚

め
ゆ

く
過
程

と
質

的

に

一
致

し
た

の

で
あ

り
、
近

代

現
代

の
襲
自
珍

研
究
者

が
、

ひ
と

し
く

彼
を

中
国

近
代

の
先

駆
者
と

し

て

位

置

づ
け

る
理
由
も

、
ま

た

そ
こ
に
あ

る

の
で
あ

る
。

四

襲
自

珍

に
お
け

る
詩

作

の
モ
チ

ー

フ
を
探

ろ

う
と
す

る
と

き
、
彼

が
、

自
ら

の
感
情

の
根

底

に
存
在

す
る

ド

ロ
ド

ロ
し

た
も

の
に
、

あ
え

て
正

面

か
ら

メ

ス
を

ふ
る
お

う
と
し

た
次

の
三
篇

の
論
文

は
我

々
に
実

に
大
き

な

示
唆

を
与

え

て

く
れ

る
。
す

な
わ

ち

「
宥
情

」
(
『定
盒
続
集
』
所
収
)
・

「
長

短
言

自
序

」
(
『定
盒

続
集
』
所
収
)
・

「
写

神
思
銘
」

(
『定
盆
文
集
』
所
収
)
が

そ

れ

で
あ

る
。

こ

の
三
篇

の
論
文

は
、

い
ず
れ

も
制

作
年
代

が
明

記
さ

れ

て
い
な

い
。

た
だ

「
写
神

思
銘
」

は

『
定

盒
文

集
』

の
冒

頭
を

飾
る
論

文

で
あ
る

か
ら
編

者
が

こ
れ

を
高

く

評
価

し

て

い
た

こ
と

が

う

か
が

え
る

し
、

「宥

情
」

か
ら

「
長

短
言
自

序
」

ま

で
に
は
十

五
年

間

の
時
間

の
隔

た
り
が

あ
る

こ
と
は

「
長

短
言
自

序
」

中

の
句

に

よ

っ
て
わ
か

る
。
今

仮

り

に
、

王
楓

課

『
襲

自
珍

全
集
』

の
配

列

に
そ

つ
て
、
①

宥
情

、
②

長
短

言
自
序

、
③

写
神
思

銘

の
順

に
吟

味

し

て
ゆ
く

こ
と

に
す

る
。

①

情

を
宥

す

襲

子

(自
珍
)
間
居

す
る

に
、
陰

気
沈
沈

と
し

て
心

に
来
襲

し
、

何

の

病

な

る
か
を

知
ら
ず

、

以
て
江

玩

(?
ー
?
)
に
諸

う
。
江

況

日
く
、

「
我
も
嘗

に
間
居

す
る

に
、
陰
気

沈
沈

と

し
て
心

に
来

襲
し
、

何

の

病

な

る
か
を

知
ら

ず
」

と

。
襲

子
、

則
ち

自

ら

病

を

其

の
心
に
求

む

。
心

に
脈
有

り
、

脈
有

れ
ば

童
年
を

見
、

童
年

に
母

の

側

に
侍

る
を
見
、

母
を

見
、

一
燈

焚
然

た
る
を

見
、

一
硯

一
几
を

見
、

一
僕

堰

を

見
、

一
猫
を

見
、
見

る

こ
と
是

の
如
く

し

て
己
を

見
れ
ば

、
而

わ
ち
吾

が
病

得
れ

り
。

…
…

…
襲
子
、

又

た
内

に
自
ら
鞠

め

り
、
状

や
何

如
?

日
く
、

予
、

童
た
り

し
時
、

塾

よ
り
逃

れ

て
母

に
就
き
し

時
、

一
燈
焚

然

と
し

て

一
硯

一
几
あ

り
し
時

、

一
嬉

に
依
り

て

一
猫
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を
抱

き

し
時
、

一
切

の
境
未

だ
起

ら
ざ

る
時

、

一
切

の
哀

楽
未

だ
中

ば

な
ら
ざ

る
時
、

一
切

の
語

言
未

だ
造

ら
ざ

る
時
、

彼

の
時

に
当
た

り

て
、
亦

た
嘗

に
陰
気

沈
沈

と
し

て
心

に
来
襲

す
。

題

す
る

と

こ
ろ

の

「
情
」

と
は
、

襲
自

珍

に

関
係

の
深

い
許
慎

(三
○
1

一

二
四
)

『
説

文
解

字
』

の
言

を
借
り

れ
ば

、
.
人

の
陰

気

の

欲
有

る
者

〃

の

こ
と

で
あ
り
、

そ

の
こ
と

は
、
彼

自

ら
も
、

引
用

文

で
は
省
略

し
た
本

文

の
前

段

に
お

い

て
こ
れ
を

明
記

す
る

と

こ
ろ
で
あ

る
。

「
宥
す
」

と

は
、

ゆ

る
め

る
意

で
あ
り

、
襲

自
珍

が
己

が
内

に
ひ

ん
ぴ
ん

と
起
り

来

る

「
陰

気
」

の
仕
末

に
ほ

と
ほ
と

手
を

焼

い
た
あ
げ

く
、

窮
余

の

一
策

と
し

て
放

任
主

義

を
と
り

、

「
陰
気
」

を

あ
る

が
ま

ま
に
す

て
お

く

こ
と

を
意
味

す

る

。

で
は
、

こ

こ
に
た
び

た
び
述

べ
ら
れ

る

「
陰

気
」
と

は

一
体

何

で
あ

ろ

う

か
。
襲
自

珍

に

い
わ

せ
れ
ば

、

そ
れ
は

、
彼

が

「
間

居
」

し

て
い
る

と

き
、

心

の
内

に
あ

る
種

の
脈

動
を
感

じ

て
起
り

来
る
も

の
で
あ
る

と

い

う

。

こ

の
よ
う

に
、

い
と

も

た
や
す

く

「
発
病
」

す

る
形

態

は
、
実

は
、

先

に
述

べ
た

「
冬

日
小
病

寄
家

書
作
」

詩
中

に

い
う
、

チ

ャ
ル
メ
ラ
の
音

色

に
荘

然
と

し

て
我
を
忘

れ

た
少
年

の

日
の
襲
自

珍
と
全

く
同

じ
も

の

で

あ

る
。

そ
れ

ゆ
え

私
は
、

こ
の

"
陰

気

の
発
病

躍
と
は

、

や
は
り
襲

自
珍

に
お

け
る
詩

的
感

情

の
発
露

で
あ

る
と
見

る
。

こ

こ
で
は
、

襲
自
珍

が
、

彼

特
有

の
ど

う
し

よ
う
も

な
く

欝
結

し
た
感

情

(す
な
わ
ち
陰
気
)
に
実

に
頻

繁

に
取

り

つ
か
れ

る
状

が
述

べ
ら

れ
る
。
彼

は

ど

の
よ
う

に
し

て
発
病

す

る
か

。
ま

ず
、
わ

け
も

な

い
の

に
心
内

に
微
妙

な
脈
動

を
感

じ
る
。

そ

し

て
、

そ

の
心

の
揺

れ
が

核
と

な
り
、

次

い

で
童

年
や
母

や
灯

、
硯

几
な

ど

の
日
常
身
近

に
接

す

る
茶
飯

事

の
記
憶
を

つ
ぎ

つ
ぎ

に
呼
び

起

こ
し

て
ゆ

く
。

こ
の
時
、
彼

は
夢

中

に
あ

る
。

次

々
に
夢

想
を

め
ぐ

ら
し
た

後
、

ふ

と
自

分
を

ふ
り

か
え

れ
ば
、

自
分

は
す

で
に
陰

気

の
と
り

こ
に
な

つ
て
い

る
。

こ

の

「陰

気
」

こ
そ
は
、
彼

の

一
切

の
行
動

を
規
制

す
る
暗

黒

の
情

念

(パ
ー
ト
ス
)
だ
と

い

っ
て

い
い
。

そ

の

意
味

で
、

彼
は

本

質

的

に
詩

人

で
あ

っ
た
。
②

長

短
言

自
序

情

の
物

た
る

や
、
亦

た
嘗

に
之
を

鋤
か

ん

こ
と

に
意

有
り
、

之

を
鋤

く

も
能

わ
ざ

れ
ば
、

而
わ

ち
反

っ
て
之

を
宥
す

、
之

を
宥

す
も

已
ま

ざ

れ
ば
、

而

わ
ち

反

っ
て
之

を
尊

ぶ
。
襲

子

(自
珍
)
の
長
短

言

(詞
)

を
為

る
は
何
す

れ

ぞ
?

其
れ
殆

ん

ど
情
を
尊

ぶ
者

か

?

情

は
敦

れ

を

か
尊

と
為

す

?

住

す

る
こ
と
無

き
を
尊

と
為

す
、

寄
す

る

こ

と

無
き

を
尊
と

為
す

、
境
無

く

し

て
境

有

る
を
尊
と

為
す

、

指

無

く

し

て
指
有

る
を
尊

と
無

す
、
哀

楽
無

く
し

て
哀
楽

有

る
を
尊

と
為

す

。
情

は
敦

れ
を

か
暢
と
為

す

?

声

音

に
暢

ぶ
、

声
音

は
如

何
?

消
督

以

て
之

を
終

る
、
之

れ
其
れ

消
督

以

て
之

を
終

る

を
如
何

せ
ん

?

日
く
、
先

ず
小

し
く
之

を
咽

ぎ
、
乃
ち
小

し
く
之

を
飛
ば

す

、
又

た
大

い
に
之

を
挫

き
、
乃

ち
大

い
に
之

を
飛
ば

す
、

始

め
孤
り

之

に

盤

り
、

悶
悶

と
し

て
以

て
之

に
柔

が

い
、
空

闊
と

し

て
以

て
之

に
縦

游
す

、
而

わ
ち
哀

に
極
ま

り
、
哀

な

れ
ば
而

わ
ち
贅

に
極

ま

る
、
則

ち
散

り
畢

ん
ぬ
。

人

の
間
居
す

る
や

、
泊
然

と
し

て
以

て
和

み
、
頑

然
と

し

て
以

て
恩
仇
無

き
も

、
是

の
声

を
聞
く

や
、
忽

然
と

し

て
起

ち
、

楽
し
む

に
非

ず
、
怨

む

に

非
ず

、
九

天

に

上

り
、

九

淵

を
下

り
、
将

に
巫
を

し

て
之

を
求

め
し
あ

ん
と
す

る
も

、
卒

に
自

ら
其

の

然

る
所
以

を
喩
ら

ず
。
疇

昔

の
年
、

凡
そ

予

の
求

め

て
声

音

の
妙
を

為

す

は
、
蓋

し
是

の
如

し
、
是

れ
情

を
尊

ぶ
を
欲

す

る
者

に
非

ざ

る

や

?

且

ら
く
惟

だ
其

れ
之

を
尊

ぶ
、
是

を
以

て

「
宥

情
」

の
泄
三

通

を
為
り

、
且

ら
く
惟

だ
其

れ
之

を
宥
す
。

是

を
以

て
十

五
年

、
之
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を
鋤

か

ん
と
す

る
も
卒

に
克

わ
ず

。
請

う
、
之

を
問

わ

ん
、
是

の
声

音

の
引
く

所
は

如
何

?

則
ち

日
く
、

悲

し

い
哉

/

予
は
豊

に
自

ら
知

ら

ざ
ら

ん
?

凡

そ
声
音

の
性

は
、

引
き

て
上

る
者

を

道
と
為

み
ち
び

ゆ

し

、
引
き

て
下

る
者

を
非

道
と

な
す

。
引
き

て
旦
陽

に
之

く
者

を
道

と
為

し

、
引
き

て
暮

夜

に
之
く
者

を

非
道

と
な
す

。
道

に
は

則
ち

出

離

の
楽

し

み
有

り
、

非
道

に
は
則
ち

沈
倫

陥
溺

の
患

い
有
り

。
住
す

る
無
き

と

日
う
と

錐
も

、
予

の
住
す

る

や
太

だ
し
、

寄
す

る
無
き

と

日
う

と
錐
も

、
予

の
寄

す

る
や
将

に
出

で
ざ

ら
ん
と

す
。
然

ら
ば

則

ち
、
昔

の
年

、
此

の
長

短
言

を
為

る
は
何

す

れ
ぞ
?

今

の
年
、
之

に
序
す

る
は

又

た
何
す

れ
ぞ

?

日
く
、

愛

に
書
す

る

の
み
。

こ
こ

に
は
、
襲

自
珍

の
詞

(長
短
言
)
作

の
秘

訣
が

説

き

明
か
さ

れ

る
。

彼

に

と

っ
て

詞
作

と

は
、

つ
ま
り

は

「情

を
尊

ぶ
」

も

の

と
し

て

あ

っ

た
。

先

に

「
宥
情
」

の
篇

で
述

べ
た
よ

う
に
、

日
々
断
え
ず

襲

い
か
か

っ

て
来

る
憂
欝

の
念

(陰
気
)
に
ど

の
よ
う

に
対
処

す

る
か
は

、
襲
自

珍
が

い

つ
か

は
解
決

し

な
け
れ
ば

な
ら
な

い

切
実
な

精
神

内
面

の

課
題

で
あ

っ

た
。

憂
情

が

き

ざ
し

始

め

る
と
、

ま
ず

、

こ
れ
を

除
き

去

ろ
う
と
努

め

る
。

ど

ん
な

に
除

こ
う
と

し

て
も

除
く

こ
と

が

で
き

な
け

れ
ば
、

こ
れ

を

一
時

あ

る
が
ま

ま

に

ほ

っ
た
ら

か
し

に
し

て
み
よ

う
と
す

る

(宥
情
〉
。

襲

自
珍

の
情

は
、

湧
き

起

こ
る
泉
水

の
如

く
、

い
く

ら
解
き

放

っ
て
も

尽
き

る

こ
と

が
な

い
。

そ

こ
で
彼
は
情

に
対

す

る
考

え
を
あ

ら
た

め
、

一
転
し

て
情
を
尊

ぷ
よ
う

に
な

る
次
第

で
あ

る
。

詞

(詩
録
)
は
詩

に
比

べ
て
、

そ

の
発
生

か
ら

み

て
音

曲

に
多
大

の
ポ

イ

ン
ト

を
置
き
、

人
間

(特
に
男
女
)
の
持

つ

は
か

な

い
慕

情
を

切
切
と

句

に

詠

み
込

む
作

品
が
多

い
が

、

そ

の
詞

は
、
ま

た

襲
自

珍

の
奔

放
な
性

情

を

填

め

る
器
と

し

て
も
絶
好

の
も

の
で
あ

っ
た

の
で
あ

る
。
襲

自
珍

の
詞
作

は
、

一
八

一
〇

(嘉
慶

一
五
)
年
、

彼

の
十

九
才

の
時
か

ら
始
ま

る

(己
亥
雑

詩
自
注
)
。

一
八

二
三
年

に
は
、

詞
集

と
し

て

「
無

著
詞
』

(初
名
は
紅
禅
詞
)

『
懐

人
館

詞
』

「
影
事

詞
』

『
小
奢

摩
詞
』

を

刊
定
し

て

い
る
が
、

段
玉

裁

の

「
懐

人
館

詞
序
」

二

八

一
二
年
作
)
に
は
、

「
其

日
懐

人
館

詞
者

三
巻
、

其

日
紅
禅

詞
者

又

二
巻

」
と

あ

る

こ
と

か
ら
、

「
懐

人
館

詞
』

『
紅
禅

詞
』

の
二
種

の
詞
集

は
、
す

で

に
十

年
近

く
前

に
、
彼

が

詞
作
を
始

あ

て

間
も

な
く
編

ま

れ

て
い
た

こ
と
が

わ
か

る
。
な

お
、
王

偲
課

が
校

訂
し

た

「
襲

自
珍
全

集
』

に
は
、

「無

著

詞
四

四
、

「
懐
人
館

詞
」

四

四
、

「影

事

詞
七
、

「
小
奢

摩

詞
」

十

八
、

「
庚

子
雅

詞
」

三

六

の
計

一
四
九

関
を

輯
録

す
る
。
③

神
思

を
写
す

銘

夫

れ

心
霊

の
香
は

、
蘭

・
葱

よ
り
較

に
温

か
く
、

神
明

の
媚

は
、

裾

裾
よ

り
絶

か

に
嬬

わ
し
。
殊

く
陣
き

窃

か
に
吟

じ
、
魂

野
ぴ

醜
惨

め

ば

、
殆

ん

ど
故
実

を
離

れ
、

言
語

に
絶
す

る
者
有

り
。

鄙

人

の
稟

賦

は
実

に
沖

す

る
も

、
愁

を
孕

み

て
端
く

る
無
く

、
間

に
投

じ
乏
し

き

を
篭

さ
ん

と
す

喝
も
、

就
沈

と
し

て
礫
絆
し
ま
ず
、

豪

を
抽
り

て
吟

う

も
、

其

の
緒
を

宣
ぶ

る
莫
く

、
枕

を
歌

て
内

に
聴

く
も

、
其

の
情

を

訟

う
る
莫

し
。

古
を
懐

う
と

謂
う

も
、
會

て
詩

書

に
朕
わ

ら
ず
、

物

に
感
ず

と
謂

う
も
、
豊

に
能

く
撃

幌

に
役
し
ま

ん

や
、
将

に
楽
と

謂

は

ん
と
す

る

や
、
胡

ぞ
迭

も
至
り

て
和
せ
ざ

る
、
将

に
哀

と
謂

は
ん

と

す

る
や
、

抑
も

屡

ば
襲

い
て
灰
む

こ
と
無

し
。

徒

ら
に

乃
ち
漫

漫

、
漠

漠
、

幽
幽

、
奇
奇

と

し

て
、

鏡
を
覧

れ
ば
忽

ち
喘

き
、

顔
色

変

ず
。

是
れ

知
る

、
仁
義

坐
忘

は
、

遠
く
は

淵
子

(顔
回
)
の
聖

に
漸

じ
、
美

意
延

年
は

、
近
く

は

郁

生

(唐
の
章
防
)
の
哲

に

謝
ず

る

こ
と

を
。

告
ぐ

べ
か

ら
ず
、

矧
ん

や
療
す

べ
け

ん
や
。

銘

を
為
り

て
以

て
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之

を

写
す
、

銘

に
日
く
、

炎
む

る
も

舎
ま
ず

、
予

を
襲

い

て
其

れ
涼

や
か

な
り
。

咽
ぐ
も

復

た
存
し

、
予

に
媚
び

て
其

れ

長

な
り

。
神

を
戒

し
め
夢

み

る
な
か

ら
し
む

る
も

、
神

は
乃

は
ち
自

ら
動
く

。
賠

賭
た

る
長
空

に
、
・楼

疏

は
万
重

た
り

。
楼
中

に

鐙

有

り
、

人
有
り

て
亭
亭

た
り
。

未
だ

一
言

も
通

ぜ
ざ

る

に
、

化

し

て
春
星

と
為

る
。

其

の
境

は
測

ら
ざ

る
も
、
其

の
神

は

習
う
。

峨
峨

た
る
雲

王
、
清

清

た
る
水
仙

、
我

れ
銘

つ
く
り

て

絃

に
代

う
る
も
、

希
声

は
伝

わ
ら

ず
、

千
春

万
年
も

。

襲
自

珍
は
、

自
分

の

意

識

の

内
奥

に
あ

る

「神

思
」

に

つ
い
て

う
た

う
。

こ
こ

で
い
う

「神

思
」

と

は
、
表

現

は
ち
が

っ
て
も

先

の

「
宥
情
」

で

い
う

"
陰

気
〃

や

「
長
短
言

自
序
」

で

い
う

"
情

〃
と
全

く
同
じ

も

の

を
指
し

て
い

っ
て
い
る

の
で
あ

り
、

襲
自

珍

の
憂

い
多
き

心

の
奇
し
き

働

き

を

い
う
。

「
神
思
」

と

い
う
と

き
、

あ

る

い
は
彼

は
、

か

の

『
文
心

雛

龍
』

に

い
う

「
神
思
」

(巻
六
)
を
十
分

に
意
識

裡

に
お

い

て
い
た
か
も

知

れ

な

い
。

い
ず

れ

に
せ
よ

、
文
字

学

に
耽

っ
た
作
者

の
こ

の
作
品

は
、

字

句

こ
そ

か
な
り

難
解

で
あ

る
が
、

四
字

句
が
き

れ

い
に
並

ん
だ
華

麗

な
餅

優
文

で
あ
り
、

作
者

の
心

の

奥
底

に
あ

る

「神

思
」

(情
、
陰
気
)
に
強
烈

な

ス
ポ

ッ
ト

ラ
イ

ト
を
当

て
、

そ

の
像

を
く

っ
き
り

と
浮

か
び
あ

が
ら

せ
た

古
今

の
名

篇

で
あ
る
。

以
上

に
掲
げ

た

「宥

情
」

「
長

短
言

自
序
」

「
写
神
思

銘
」

の
三
篇

の

論

文
は
、

豊
富

な
感

情
を

具
有
す

る
襲

自
珍
が

己
れ

の
精
神

内
部

に
立

ち

至

っ
て
勇
猛
果

敢

に

メ

ス
を

ふ
る
お

う
と
し

た
、

い
わ
ば

精
神
解

剖

の
書

で
あ

る
。
従

っ
て
襲

自
珍

に
お

け
る
詩

の
原

理
を
考

察
し

ょ
う

と
す

る
と

き
、

こ

の
三
篇

の

論

文
は

、

こ
れ
を

見
す
ご

し

に
す
る

こ
と
は

で
き

な

い
。

五

一
七
九

二

(乾
隆
五
七
)
年
秋

、

イ
ギ

リ

ス
国

王

ジ

ョ
ー
ジ

三
世

の

意
を

受
け

た
特

派
使
節

マ
カ
ー

ト

ニ
ー
卿

の

一
行
は
、

ラ

イ
オ

ン
号

に
乗

っ
て

ポ

ー

ツ

マ
ス
港

を
出
港

し
た
。

目
的

は
、
諸

々
の
制
限

下

に
あ

っ
た
従
来

の
対
中

国

(広
東
)
貿
易

を
自
由

化
し
、

新

た
に

イ
ギ
リ

ス
の
中

国
市
場

を

開
拓
す

る

こ
と

に
あ

っ
た
。

"
朝
貢

"

の
旗

を
翻

翻
と

ひ
る
が

え
し
、

乾

隆
帝

八
十
歳

の
聖

寿
を

こ
と

ほ
ぐ
名

目

の
下
に
、

は

る
ば

る
白

河

を
潮

り

北

京
に
入

城
し
、

お
り

か
ら
熱

河

に
避
暑

し

て
い
た
乾

隆
帝

を
、

そ

の
離

宮

に
ま

で
追

い
か

け
た
使

節
団

は
、

し
か

し
遂

に
所
期

の
目
的

を
達
す

る

こ
と
が

で
き

な
か

っ
た
。

そ
れ

は
、
貿

易

の
実

利

を
求

め
た

イ
ギ

リ

ス
側

と

使
節

団
を

あ
く
ま

で
儀

礼
訪

問
と

し

て
遇

し
た
清

朝
側

と

の
間

に
、

決

定

的
な

意
識

の
乖
離

を

み
た
か

ら

で
あ

る
。

こ
の
乖

離

は
、

い
わ
ゆ

る

「
三
脆

九

叩
頭
」

の
儀
礼

問
題

に
象
徴

さ
れ

る
。

こ

の
事
件

は
、

十

八
世

紀

後
半

に
始

ま

っ
た
イ
ギ

リ

ス
産

業
革

命
が
自

国

の
製
品

の
販
路

を
求

め

て
中
国

に
市
場

を
開

拓
し

ょ
う
と

し
た
結

果

ひ
き
起

こ
さ

れ
た
事
件

で
あ

り

、

一
方

の
中

国
は

、

そ

の
際

の
乾
隆
帝

の
尊

大
な

回
答
文

に

い
み
じ

く

も

あ
ら

わ
れ

て

い
る
よ
う

に
、
伝

統
的

な

"
中
華

思

想
"

の
幻
想

に
酔

い

痴

れ

る
あ
ま

り
、
当

今
世

界
に
対

す
る
冷

静
な

現
実

認
識

を
欠

い
た
も

の

と

思
わ

れ
る
。

虚
偽

は
常

に
真
実

に
ょ

っ
て
打

ち
破

ら
れ

る
。

こ

の
後

の

中
国

は

ア

ヘ
ン
戦

争

を
は

じ
め
と

し

て
内

憂
外

患

の
諸

々
の
辛
酸

を
な

め

つ

つ
、

や
が

て
近

代

へ
と

目
ざ
め

ゆ
く

の
で
あ

る
。

襲

自
珍

は
、

こ
の
年

、

一
七
九

二

(乾
隆
五
七
)
年
七
月

五

日
、

漸

江

の

仁

和

(今
の
杭
州
)
東
城

馬
坡

巷
に
生

ま
れ

た
。
家

世
は

代

々
の

儒
家

で
あ

り
、

父

の
襲
麗

正
は

「
国
語

注
補
」

「
三
体

図
考
」

「
両
漢

書
質

疑
」

「
楚
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詞
名
物

考
」

な
ど

の
著

作
を
残

す
学
者

で
あ

っ
た
。
ま

た
母

の
段
馴

は
段

玉
裁

の
実

の
女

で
あ

っ
て
、
自

ら
も

「
緑
華

吟
樹

詩
草
」

な

ど

の
詩

集
を

も

の
し
た
詩

人

で
あ

っ
た
。

こ

の
、
学

者

と
詩

人
と

を
父
母

に
持
ち

、
清

朝

一
代

の
碩

儒
を
外

祖
父

に
持

つ
人
的

環
境

下

に
あ

っ
て
、
襲

自
珍

は
人
並

み
秀

れ

て
豊
か

な
感
受

性

を
具

有

し
た
詩

人
と

し

て
生

ま
れ

た
。

父

の
襲
麗

正
が
進

士

に

合

格
し

た

嘉
慶

一

(
一
七
九
六
)
年
は
、

あ

た
か

も
白

蓮
教

に
共
鳴

す
る

群
衆

が
、

湖
北

・
四

川

・
陳

西

・
河
南

の
諸
省

を

席

捲
し

て
大
乱

を
起

こ
し

た
年

に
あ

た
り
、
前

の

マ
カ
ー
ト

ニ
ー
事
件

を

清

朝

中
国

に
と

っ
て
外

患
と

す
れ
ば

、

こ
れ

は
清
朝
中

国

に
と

つ
て
内
憂

で
あ

っ
た
と

い
え
る
。

こ

の
頃

、
襲

自
珍

は
江

南

を
あ
と

に
し

て
北
京

に

移
り

住
む

よ
う

に
な

る
。
進
士

に
登
第

し
た
父

が
礼

部
主

事
を
拝

命

し
、

任
地

に
赴

い
た
為

で
あ

る
。

異

常
な

ほ
ど
敏

感

な
襲
自

珍

の
感
受
性

は

早
く
も

こ
の
頃

に
初

期

の
発

露
を

み

る
。

昼

下
が
り

の
下

町

に
咽

ぷ
よ
う

に
漂

い
流
れ

る

チ

ャ
ル
メ
ラ

の
音

色

を
耳

に
し
た
少

年

の
襲
自

珍
は

、
た

ち
ま

ち
忘
我

の
境
地

に
お
ち

い
り

、
心

も
と

ろ
け

て
ぼ

ん
や
り

す

る
。

そ

れ
と
察

し

た
母
は
、

や

さ
し

く
手

ず

か
ら
少

年

の
寝

て
い
る

ふ
と
ん

を
掛

け
直

し

て
く

れ

た
。

こ
の
た

や
す

く
胱
惚

と

な
る
病

は
、

襲
自

珍
が

男
ざ

か
り

の
三
十

才

を

越

え

て

も
、

息
む
ば

か

り
か
、

ま
す

ま
す

強
ま

つ
て
来

さ

え
し

た

の
で
あ

る

(冬
日

小
病
寄
家
書
作
〉
。

襲

自
珍

は
、

一
八

一
○
年

、
十

九
才

の
時
、

始

め

て
声

に
碕

っ
て
填

詞

を
作

っ
た

(己
亥
雑
詩
自
注
)
。

詞

こ
そ
は
、

ほ
し

い
ま

ま
な

彼

の
性

情

を
盛

る

に
ぴ

っ
た
り

の
器
だ

っ
た
と

見

え
、

そ

の
後

の
彼

は
、
ま

す
ま

す
詞
作

へ
傾

倒
し

て
ゆ
く

よ
う

に
な

る
。

一
八

二
三
年

に
は
、

文
集

三
巻
、

絵
集

三
巻

と
共

に
、
無

著

詞
(紅
禅
詞
)
・
懐

人
館

詞

・
影
事

詞

・
小

奢
摩

詞
な
ど

の
詞
集

を
刊

行
し

て

い
る
。

襲

自
珍

の
こ

の
よ

う
な

詞
作
傾

向

に

つ
い
て
、
彼

の
外
祖

父

で
あ
り
、

外
孫

に
対

し
も

っ
ぱ

ら
小
学

方
面

の
教
授

者

で
あ

っ
た
段
玉

裁
は

、
そ

の

詩
作

に

一
定

の
評
価

を
与
え

つ
つ
も

、
自

分

の
経
験

を
引
合

い
に
出

し
、

"
詞
は
経

学

に
害
が

あ
り
、

詞
作

が
う
ま

け
れ
ば

い
よ

い
よ
道

か
ら
遠
ざ

か

る
も

の
だ
〃

と
し

て
、

こ

の
外
孫

に
警

告
を

与
え

て

い
る
(懐
人
館
詞
序
)
。

こ
こ
に
は
、

い
わ

ゆ

る

「
学
者

の
道

」
と

「
文

人

の
道
」

の
分
岐
点

が

浮

き
ぽ

り

に
さ

れ

る
。
代

々
の
儒

者

の
家

に
生

ま
れ

、
か

の
段

玉
裁

か
ら

親

し
く

「
説
文

」

の
手

ほ
ど
き

を
受
け

た
襲
自

珍

に
と

っ
て
、
説

文
学

を

は

じ
め
と

す

る
考
証

学
は
、

他

の
多
く

の
学
者

が

そ
う

で
あ

る

よ
う

に
、

い
わ
ば
外

発

の
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
れ

に
対

し
、
尽

き

る
こ
と

な
き
強

烈

な
感
情

を
内
抱

し

て

い
た
彼
が
詩

詞
製

作

へ
と

詩

人

の
道

を
歩

む

の
は

、

他

の
多

く

の
学

者
と

は
違

っ
て
、

い
わ
ば

内

発

の
も

の
で
あ

っ
た
。

彼
を

取
巻

く
時
代

状

況
は
、

ま
さ

し
く
末
期

の
様

相

を
呈
し

て
い
る
。

ア

ヘ
ン
の
害
毒

は
、

す

で
に
深
く

中
国

人

の
身

心

を
む
し
ば

み
、

大
量

の

中

国
銀

の

流

出
現
象

に

清

朝
官

僚

(
マ
ン
ダ
リ
ン
)
は

な
す
術

を

知
ら
ず

、

街

巷

に
は
餓

死
者

が
続

出
し

た
。

こ

の
暗

冥
な
世
相

に
あ

っ
て
、
襲
自

珍

は
公
羊

学

の
テ
ー

ゼ

に
拠

り

つ
つ

"
狂

'

の
擬
態

を

ふ
り

ま
く

こ
と

に
よ

っ
て
、

か

ろ
う
じ

て
己

れ
に
忠

実

で
あ

ろ

う
と
す

る
。

ベ

ス
ト

セ
ラ
ー
小

説

に

ス
キ

ャ
ン
ダ

ル
の
主

人
公

と
し

て
登
場

し
、
自

分

の
息
子

か
ら
位

牌

を
鞭
打

た
れ

る
彼

は
、
世

人

の

「
狂

人
」
と

い
う

評
価
が

根
強

い
も

の
で

あ

っ
た

こ
と

を
物
語

る
。

し
か

し
襲
自

珍
が

つ
ま
り

は
自

分

の
感

情

に
忠

実

で
あ

つ
た

こ
と
が
、

歴
史

の
発
展
段

階
か
ら

こ
れ

を
言

う
な
ら
ば

、
中

国
が

封
建
制

の
栓

桔

を
脱
し
、

多
大

の
犠
牲

を

払

い

つ
つ
、

個
我

つ
ま
り
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民
族

と
国

家

の
独
立

を
め
ざ

し

て
近

代

に
目
ざ

め
ゆ
く

こ
と

と
、

そ

の
軌

跡
が

本
質

的

に

一
致

し
た

の
で
あ
り

、
彼

が
近

代
中

国

の
先

駆
者

と
し

て

評

価
さ
れ

る
所

以
は
、

実

に
こ

こ
に
あ

る

の
で
あ

る
。

註

小
野
和
子
訳

「清
代
学
術
概
論
」

(平
凡
社
東
洋
文
庫
二
四
五
)
二
四
二
頁
。

『
張
文
裏
公
全
集
」
巻
二
二
七
(詩
集
四
)に
お
さ
め
る

「学
術
」
と
題
す
る
詩
の
自
注
。

張
之
洞
は
、
自
分
の
政
敵
と
し
て
、
い
み
じ
く
も
襲
自
珍
と
王
安
石
と
を
並
べ
か
か
げ
た

が
、
実
は
、
襲
自
珍
は
、
そ
の
王
安
石
を
こ
の
上
も
な
く
尊
敬
し
、
王
安
石
が
宋
代
に
と

っ
た
新
法
を
、
清
末
の
政
治
状
況
の
中
で
再
現
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
苦
心
さ
ん
た
ん
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
八

一
四

(嘉
慶

一
九
)
年
の
冬

に
は
、
襲
自
珍
は
王
安

石
の
保
甲
法
に
基
づ
い
た
政
策
を
上
奏
し
て
い
る
し

(保
甲
正
名
)
、

イ
八
二
九

(道
光

た
て
ま
つ

九
)
年
の
殿
試
で
は
、
彼
は
、
王
安
石
の

「仁
宗
皇
帝
に

上

る
書
」
に
則

っ
て
答
案
を

書
い
た
の
で
あ
る

(己
亥
雑
詩
自
注
)
。
ま
た
、

「発
大
心
文
」

(国
学
扶
輪
社
本

「襲

定
盒
全
集
」
)
の
後
記
に
、
張
維
屏

(字
南
山
)
を
引
き
、

「も
し
襲
自
珍
が
志
を
得
て

い
た
な
ら
、
恐
ら
く
は
王
安
石
の
よ
う
に
な

っ
た
だ
ろ
う
」
と
言

っ
て
い
る
の
は
、
け
だ

し
、
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。

丸
山
松
幸

「
異
端
と
正
統
」

(人
物
中
国
志
2

・
毎
日
新
聞
社
)
の
中
の

「Ⅵ
破
局
へ
の

予
感
=
襲
自
珍
」

に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。

い
ち
い
ち
は
挙
げ
な
い
が
、
襲
自
珍
の
詩
詞
に
は
、

「狂
」

「狂
名
」

「狂
客
」
な
ど
の

語
が
、
お
び
た
だ
し
く
使
用
さ
れ
る
。

王
楓
謬
校
訂
に
な
る

「襲
自
珍
全
集
」

(中
華
書
局
、

一
九
七
四
)
四
六
六
頁
。
こ
の
本

の
初
版
は

一
九
五
六
年
で
あ
る
。

一
九
七
五
年
二
月
に
は
、
土
海
人
民
出
版
社
か
ら
再
版

さ
れ
た
が
、
上
海
人
民
出
版
社
本
で
は
、
前
言

「九
州
生
気
侍
風
雷
」
及
び
張
祖
廉

「定

盒
先
生
年
譜
外
紀
」
を
新
た
に
付
し
、
中
華
書
局
本
に
あ

っ
た
王
楓
課
の
前
言
、
校
印
後

記
、
及
び
襲
自
珍
墨
跡
の
写
真
は
い
ず
れ
も
削
除
さ
れ
て
い
る
。
前
言

「九
州
生
気
侍
風

雷
」
は
、
陳
旭
麓
の
署
名
で
、

「学
習
与
批
判
」

一
九
七
五
年
二
月
号
に
再
録
す
る
。

同
全
集
三
三
〇
頁
。

「春
秋
公
羊
伝
」
哀
公
十
四
年
何
休
註
。

「襲
自
珍
全
集
」
四
四

一
頁
。

同
全
集
四
四
六
頁
。

同
全
集
四
八

一
頁
。

同
全
集
五
二
六
頁
。

同
全
集
四
九
五
頁
。

同
全
集
五
○
二
頁
。

同
全
集
四
五
二
頁
。

同
全
集
四
八
八
頁
。
己
亥
雑
詩
第
六
二
首
に
も

「
後
人
識
字
百
憂
集
」
と
い
う
句
が
見
え

て
お
り
、
襲
自
珍
は
、
こ
こ
で
確
か
に
、
か
の
蘇
東
坡
の

「人
生
識
字
憂
患
始
」

(石
蒼

箭
酔
墨
堂
)
の
モ
チ
ー
フ
を
意
識
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
蘇
東
坡
の
謂
は
知
識
人

の
教
養

と
し
て

の

「文
字
」
の
意
で
あ
り
、
た
だ
ち
に

「文
字
学
」
を

指
す
の
で
は
な

い
。
こ
こ
で
は
、
経
学
と
し
て
の
文
字
学
は
教
養
と
し
て
の
文
字
学
に
含
ま
れ
る
も
の
と

し
て
考
え
た
。
田
中
謙
二

「襲
自
珍
」

(中
国
詩
人
選
集

・
岩
波
書
店
)
近
藤
光
男

『清

詩
選
」

(漢
詩
大
系
二
二
、
集
英
社
)
を
参
照
。

手
近
な
文
学
史
の
本
を
ひ
も
と
い
て
も
、
侯
外
庫

「中
国
早
期
啓
蒙
思
想
史
」

(人
民
出

版
社
、

一
九
五
六
)

・
北
大
中
文
系

一
九
五
五
級

『中
国
文
学
史
」

(
人
民
文
学
出
版
社

一
九
五
八
)

・
同

『修
訂
本
」

(
一
九
五
九
)

・
游
国
恩
等
編

「中
国
文
学
史
」

(人
民

文
学
出
版
社
、

一
九
六
四
)
な
ど
の
文
学
史

・
思
想
史
の

一
般
的
啓
蒙
書
は
、
い
ず
れ
も

襲
自
珍
を
資
産
階
級
啓
蒙
時
期
に
お
け
る
文
学
者
と
し
て
叙
述
す
る
。
ま
た
文
化
大
革
命

を
経
て

。ど
の
よ
う
に
儒
家
、
法
家
の
斗
争
史
を
書
く
の
か
〃
が
新
た
な
課
題
と
な

っ
た

中
国
に
お
い
て
、
法
家
と
し
て
の
襲
自
珍
を
高
く
評
価
す
る
立
場
に
立

っ
て
、
焚
政

「襲

自
珍
的
尊
法
反
儒
精
神
」

(文
物
、

一
九
七
四
、
十
二
)

・
陳
旭
麓

・
「
九
州
生
気
侍
風

雷
」

(学
習
与
批
判
、

一
九
七
五
、
二
)
・
石
望
江

コ
局
吟
肺
膀
走
風
雷
)
「朝
霞

一
九
七

五
、
七
)
ら
の
襲
自
珍
専
論
が
陸
続
と
発
表
さ
れ

つ
つ
あ
る
の
は
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。

日
本
で
は
相
浦
呆

「現
代

の
中
国
文
学
」

(N
H
K
ブ

ッ
ク
ス
一
九
七
二
)
が

"近
代
文

学

の
父
〃
襲
自
珍
か
ら
筆
を
起
こ
し
て
い
る
の
は
甚
だ
妥
当
で
あ
る
し
、
著
者
の
慧
眼
で

あ
る
。

襲
自
珍
の
詩
詞
に

「十
五
年
」
と
い
う
語
が
た
び
た
び
使
わ
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の

こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
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